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広
報

イワナ放流！もう川を汚さない！！

友
の
夏
帽
が
新
ら
し
い

海
に
行
こ
う
か放

哉

今
。
好
き

な
津
軽
弁
に

Ｉ
の
め

く
る
」
「

ば
ぐ

る
」
「
す

げ
ね
」

「
そ
き

ぱ
る
」

か
お
る
。

文
法

を

き
ち
ん

と
分

か
っ
て

い
れ
ば
、
こ

れ
ら
の
言
葉

が
ど
う
し
て
出

来
た

の
か
探

る
こ
と

が
可
能

だ
と
思

う

が
、
あ

い
に
く
と
心
得
な

い
。

で

も
、
興
味

は
つ
き
な

い
。

「
の

め
く

る
」
は
、

。
転
トナ

。
つ
ま

づ
く

″
の
意

だ
ろ
う

。

「
ば
ぐ

る
」

は
、

二
父
換
す

る

”

「

す

げ

ね
」

は

、

。
淋

し

い
″

「
そ

き

ぱ
る
」
は

、

。
突
っ
張

る

″

だ
。今

の
中

年
あ
た
り

は
、
日
常
会

話

が
津
軽

弁
そ
の
も

の
だ
が
、
中

学
生
・
高
校

生
は

ど
う

な
の
だ
ろ

う
。

こ

の
地
に
根

ざ
し

た
言
葉
を

よ

く
使
え

な
い
の
で
は

な
か
ろ
う

か
。
取
り

越
し

苦
労

だ
と
は
思
う

が
、
そ

の
内

に
、
中
央
公

民
館
で

「
津
軽
弁
話
し

方
講
座
」

な
ん
て

の

が
開

か
れ
る
時
代

が
来

る
か
も

知
れ
な

い
。

月
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広報よもぎた

不
耕
起
農
法
で
田
植
え
！

中
沢
農
事
研
究
会
が
実
施

五
月
二

十

七
日
（
水

）
、
中

沢

研
究

田

に

お

い
て
中

沢
農

事
研

究
会

（
坂

本

太

会

長

）

が

、

村

農

業

協

同

組

合

及

び
県

経

済

連

の

協

力

を

得

て

ト

ラ

ク

タ

ー

で

は

場

を

耕

さ

ず

に

田

植

え

を

す

る
不

耕

起

農

法

を

行

い

主
し

か

。

実

施

に

先

立

ち
工

藤

文

義

農

業

協

同

組

合

長

か

ら

「

農

産

物

輸

入

化

等

農

業

を

取

り

巻

く

情

勢

は

厳

し

い

が

、
不

耕

起

農

法

の

ね

ら

い

は

コ

ス

ト

低

減

省
力
化

に

あ
る
。

今

後

も

調

査

研

究

を

進

め

て
行

き

た

い
」

と
あ

い
さ

つ
。

続
い
て
青

森
地
区
農

業
改
良
普
及
所

の
坂
岡

主
幹

か
ら
、
田
植
え
ま

で
の
、

ば

場
整
備

の
作
業
経
過

に
つ
い
て
説

明

が
あ
り

ま
し

た
。

田
植
え

作
業
は

、
農
業
関
係
者

お
よ
そ
二
百

名

が
見
守

る
中
、

ス

ム
ー

ズ
に
行

わ

れ
ま
し

た
。

作
業

終
了

後
、

坂
本

太
会
長
は

「
津
軽

方
面

で
は

、
比

較
的
良

い

結
果

が
出

て

い
る
が
、
こ
こ
は
東

風
地
帯

、
活
着
ま
で

水
を

い
れ
な

い
の
で

苗
の
保
温
を
ど
う
す
る
か
、

そ

れ
に
浮
き
苗
も
気

に
な
る
」

と

話
し
て

い
ま
し

た
。

東
青

地
区

で
は

、
初
め
て

と
い

う
こ

の
不

耕
起
農
法
。

農
家

の
期

待
は
大

き
い
。

るすくか柔を土で一夕一口

村赤十字有功会
10周年を祝う

六
月

十
二

日
（
金

）
、
玉
松
公

民
館
に

お

い
て

村
赤

十
字
有
功
会

（
坂
本

孫
九
郎
会
長

、
会
員

四

十

七
名

）
は

、
設
立
十
周

年
に
当

た
り
記

念

式
典

を
開
催
し
ま
し

た
。

式
典
に

は
関
係
者
等
八

十
名

が
出

席
、
ま
ず

物
故
者
に
対
し

て
全
員

が
黙
祷
、
君

が
代
を
斉

唱
、
続

い
て

赤
十
字

の
旗
を
斉
唱

、
坂
本
孫

九

郎
会
長

が
「
昭

和
五

十
七
年
に
県
下

で
本
会

が

一
は
や
く

設
立
し
分
区

の
支
援
団

体
と
し

て
活

動

、
当
時
は
ま

っ
た
く
手
探
り

の
状
況

で
、
日

赤
県
支
部

と
関
係
各
位

の

ご
支
援

ご
協
力

の
も

と
今
日

を
迎
え
る

こ
と
が
で
き

た
こ
と
は

、
万

感
胸
に
迫

る
思

い
が
す

る
。
今
後

も
人
道
博
愛

の
精
神

の
も
と
に
涵

養
と
実
践
に

努
め
ま
す
」

と
式
辞

を
述

べ
、
分
区

長
の
八
戸
良

次
郎
村
長

が
「
日
頃

か
ら
日
赤

事
業
推
進
で

は
常
に
目

標

達
成
な

ど
多
大
の
ご
協
力
と
ご
支
援
に
心
か
ら
お

礼
申
し
上

げ
る
」

と
あ

い
さ
つ

の
後
、
坂
本
会

長

が
会

の
設
立

に
功

績
の
あ

っ
た
渡
辺
昭

一
郎

二
月
杲
打
ｙ

日
他

券
衣

こ
盍
日
寸
ｙ

り
句
兄
『
』

感
謝
状
を

贈
り
労
を
称
え
ま
し

た
。

ま
た
記
念

事
業
と
し
て

「
人
道
博

愛
」
と
書

か
れ

た
扁
額
を
村
内
公

共
施
設

へ
贈
呈

、
代

表
し

て
奈
良

尹
教
育
長

に
手
渡
し

ま
し

た
。

囗
亦
青

森
県
支
部

の
斎
藤
健
事

務
局
長

と
日

赤
青
森
県

有
功
会

の

北
村
幸
子
会

長
、
清

水
信
造
村
議

会
議
長

が
来

賓

と
し
て

「
県
下
市

町
村
の
ト

ッ

プ
を

さ
っ
て
設
立

さ

れ
、
幾
多

の
苦
難

を
の
り
こ
え

十

年
を

迎
え
た
こ

と
は
、
会
員
皆

様

方

の
た
ゆ
ま

ざ
る

ご
苦

労
の
賜
で

あ
り
、
お
喜

び
と
感
謝
の
念
を
申
し

上
げ

る
」

と
お
祝

い
の
こ
と

ば
が

あ
り

、
今
後
の
発
展

を
期
し
て
万

歳
を
三
唱

、
式
典
を
閉
じ
ま
し
た
。

懇
談
会

で
は
こ

れ
ま
で
の
苦

労

話
な

ど
を
語

り
合
っ
て

い
ま
し

た
。

赤十字有功会10周年記念・不耕起
2



広報よもぎた

工事がすすむ
玉松台スポーツガーデン

待

望

の

野

球

場

平成５年３月完成予定

フェンス張りのテニスコート２面

りっぱなスコアボード

両翼97M は県内一広い

玉松台スポーツガーデンから

整備されたゲートボール場２面

3



広報よもぎた

万がーに備え浮き輪を取り付ける
青少年育成蓬田村民会議

六
月

十
日
（
水

）
、
青

少
年

育

成

蓬

田
村

民

首
議

（
工

藤
義

則

会

長

）
は

、

郷

沢

に

あ

る
蓬

田

漁

港

の
防

波

堤

に
救

助

用

の
浮

き

輪
を

十

五

個
取

り

付

け

ま

し

た
。

休

日

と

な

る

と

大

勢
の

釣

人

で

賑

わ
う

漁
港

は

、

子

供

た

ち

の
遊

び
場

で

も

あ

り

ま
す

。

万

が

コ

海

に

転

落

し

た
場

合

は

大

人

で

も

這

上

が

れ

る

箇

所

が

な

い
こ

と

に

気

付

き

対

策

を

講

じ

た

も

の

で

す

。

作

業

は

、

ヤ

マ

セ

で

小
ｍ

ま

じ

り

の

実

い

日

に

行

わ

れ

ま
匚

た

が
、
駐
在
所

の
長
内
巡

査
部
長

を
は
じ

め
、
集
ま
っ

た
会

員
は
、

係
留
管

に
ワ

イ
ヤ
ー

ロ
ー

プ
で
し

っ
か
り
取
り
付
け
て
く
れ
ま
し
た
。

い
ろ
ん
な
山
野
草
覚
え
た
よ

黒
滝
も
見
た
よ

六
月

七
日
（
日

）
、
中

央
公

民
館

が

主
催

す

る
山
野

草
教

室

が
開

か
れ
村

内

外

か

ら
二

十

五

人

が

参

加

し

ま

し

た
。

午

前

九

時

三

十

分

に

Ｊ

Ｒ

㈲

辺

地
駅

前

に
集
合

し

、
自

家

用

車

で

瀬

辺

地

開

拓

の
奥

地

ま

で

移

動

。

ま

ず

、

越

田

公

民

館

長

補

佐

が

講

師

の

斎

藤

信

夫

先

生

を

紹

介

、

日

程

と
諸

注
意

の
後

、

一
行

は
一
路

「
黒

滝

」

へ
。

遊

歩

道

に

見

ら

れ

る

ク

サ

ギ

の

花

、

ホ

オ

の
木

、

オ

ニ

グ

ル

ミ

、

沢

グ

ル
ミ

な

ど

色

と
り

ど

り

に

咲

い
て

い

る

植

物

を

観

察

、

説

明

を

受

け

な

が

ら

散

策

し

ま

し

た

。

参

加

者

は
普

段

見

慣

れ
て

い
る

が
名

前

を

知

ら

ず

、

聞

い
て

は

繰

り

返

し

繰
り

返
し

暗
唱
し
て
い
ま
し

た
。

途
中

で
手
作
り

の
弁
当
を

広
げ

て
昼
食

休
憩
後

、
沢
歩
き
を

約
三

十
分
ぐ

ら

い
。
よ
う

や
く
「
黒
滝
」

へ
着

き
、
滝
の
水
し

ぶ
き
で

清

々

し

い
気

分
と
、

自
然
の
素

晴
ら
し

さ
を
満
喫
し

た
様
子

。
滝

を

バ
ッ

ク
に
代
わ
る
代

わ
る
記

念
写

真
に

お
さ
め
て

い
ま
し

た
。

帰

り
の
リ
ュ

ッ
ク

の
中
身

は
、

季

節
の
山
菜

で
い
っ

ぱ
い
。

往
復

約
４

㎞
の
野

山
を
散
策
し

た
参
加

者

は

匸
成
半

の
幼
児

か
ら
六
十
六

歳
ま
で

、
自
然
の
中
で

の
山
野
草

教
室
は

め
っ
た
に
な

い
機
会
、
続

け
て
ほ
し

い
と
好
評
で
し

た
。

全
員

が
無
事
完
歩

、
楽
し

い
一

日
を
過

ご
し

終
了
し

ま
し
た
。

石
田
さ
ん
保
護
司
に

石
田
孝
信
（
広
瀬
、
楽
宝
寺
住

職
）
さ
ん
に
、
法
務
大
臣
よ
り
五

月
二
十
五
日
付
け
で
保
護
司
が
発

令
さ
れ
ま
し
た
。

石
田
さ
ん
は
、
地
域
に
お
い
て

保
護
観
察
対
象
者
の
更
生
を
助
け

る
た
め
の
指
導
監
督
並
び
に
犯
罪

予
防
活
動
等
に
携
わ
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

７月２６日 （日）は

参議院議員通常選挙

投票日です。

各課から

大切な一票をムダにしない

ように

4

山

野
草

教
室
で



広報よもぎた

第
4
3回
東
郡
中
体
連
夏
季
大
会

野
球
・
卓
球
女
子
団
体
優
勝
！

六
月

十
八
囗
（
木

）
～
十
九
日

（
金

）
平

内
町
を
主
会
場

に
第
4
3

回
東
郡
中
体
連
夏
季
大
会

が
行
わ
れ

ま
し

た
。

蓬
田
中

学
校
か
ら
は

、
陸
上

（
男
女

）
、
卓
球
（
男
女

）
、

バ

レ
ー

ボ
ー
ル
（
女
子

）
、

バ
ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー
ル
（
女
子

）
、
野

球
・

庭
球
（
男
子

）
競
技
に
出
場
し

野

球
、
卓
球
女
子

団
体

が
見
事

優
勝

し

ま
し

た
。

ま
た

、
他

の
競
技
で
も
個
人

戦

で
は
活
躍
し

た
選
手

が
た
く
さ
ん

お
り
、
県
大

会
の
出
場
権
を

獲
得

し

て

い
ま
す
。

野
球
は

、
一
回

戦
、
今
別
中

と

戦
い
、
三

対
０
．

準
決
勝
小
湊
中

と
七
対
四

、
決

勝
で
は
、
平

舘
中

と
六
対
○
と
勝
利
し
二

年
連
続
優

勝
を
成
し

遂

げ
ま
し

た
。

卓
球
女
子
団
体
は
、
予
選
ブ
ロ
ッ

ク
か
ら
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
へ
と
順

調
に
勝
ち
進
み
、
準
決
勝
で
小
湊
申

と
対

戦
し
三

対
○

、
決
勝
で
は
西

平
内
中

と
対
戦
し
三
対

一
と
優
勝

を

決
め
ま
し

た
。

県
大

会
は
七
月
二

十
三

日
か
ら

三

日
間

、
弘
前
市

を
主

会
場
に
行

わ

れ
ま
す
。

村
民

の
方

々
の

ご
声

援
を
お
願

い
し
ま
す
。

あなたも聞いてみませんか

明るい社会づくり

家庭教育講演会

主　　催　明るい社会づくり束青地区推進会

日　　 時　平成４年７月22日(水:)PM 1 :00

暘　　所　蟹田町コミュニティーセンター

講　　師　東京家庭教育研究所

丸　山　貴　代　先生

廣　　題　どうしたら、子供に言うことを

聞いてもらえるお母さんになれるか。

交通手段　 バスを運行します。

申込みと詳細については、蓬田村教育委員会

社会教育課　登27-2111  (内線27)勹へ

青
森
銀
行
従
業
員
組
合
が
防
犯
灯
寄
贈

六
月
二

十
二

囗
（
月

）
、
青

森
銀

行

従

業

員

組

合

の
代

表

が
役

場

を

訪

れ

、

防

犯

に

役

立

て

て

下

さ

い
と

八

戸

村

長

に

防

犯

灯

を

贈
呈

し

ま

し

た

。

村

で

は

、

明

る

く

住

み

よ

い
村

づ
く

り

の

一

貫

と
し

て

毎

年

防

犯

灯

を

設

置
し

て

来

ま

し

た

。

現

在

四

〇

〇

個

ぐ

ら

い

の

防

犯

灯

が
村

内

の
隅

々

に

設

置

さ

れ

て

い
ま

す

が
、

近

年

と

く

に

新

し

く

道

路

が

整

備

さ

れ

、

防

犯

上

、

ま

た

交

通

事

故

防

止

上

、

必

要

な
所

が
ま

だ

ま
だ
あ
り
ま
す
。

寄
贈
さ
れ
た
防
犯
灯
は
村
内
五

ヵ
所
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
長
表
彰

小
猿
さ
ん

が
選
ば
れ
る

小
猿
粕
雄

（
郷
沢

）
さ
ん

が
、

去
る
六
月
三

日
全
国
人

権
擁
護
委

員
連
合
会
長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

昭
和
五

十
八

年

か
ら
人
権
擁
護

委
員
と
し
て

、
村
民

の
人
権
擁
護

と
自
由
人
権
思

想
の
普

及
高
揚
に

貢
献
さ

れ
た
功

績
に
よ
り

、
県
人

権
擁

護
委
員
連
合
会

総
会
の
席

で

表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

お
め
で

と
う

ご
ざ
い
ま
す

。

各課から

蓬
田
中
学
校

5

●電 話 の ご 相 談 も お 受 け し ま す

H0177- 22 ―1025  ( 直 通 ）

相談日：月曜がら 金曜午前９時 半～12 時

午後1 時～４時40 分（祝祭日を除く）

Ｏ 専門の相談員が親身 になっ てご 相談に

応じます

○弁護士相談日: 毎月第４水 曜日午後

１時～４時

交通事故

ご 相 談

無料

社団法人 日 本 損 害 保 険 協 会

青 森 自 動 車 保 険 請 求 相 談 セ ン タ ー

llJI森巾堤町2-1-7 日産火災占･森ビル４階

( 青森文化会館向い)占森調査事務所内&0177-76-  4391



広報よもぎた

骨粗しょう症を防ぎましょう
高齢になるほど患者が急増、とくに女性は要注意

●骨粗しょう症とは！
骨粗しょう症とは、血液中のカルシウム不足を補

充するために骨のカルシウムが溶け出し、骨の中が

スカスカになる病気です。

●寝たきりの原因に
骨粗しよう症は骨の老化やカルシウム不足が主な

原因で、高齢になるにつれ発症しやすくなります。

ちょっと転んだだけで骨折してしまい、そのまま

寝たきりになるケースが多く、骨折は寝たきりの原

因の第３位を占めています。

１、カルシウムを上手にとる 3、日光浴をする

からだを動かすことで、骨に

刺激を与えることが大切。体操

や散歩を日課にしましよう。

日光にあたることは、体内へ

のカルシウムの吸収をよくする

といわれます。とくにお年寄り

は、部屋にとじこもりがちにな

る傾向が。お天気のよい日は積

極的に日光浴を／

保健コーナー

女性は特にご用心！

●閉経後の女性は、女性ホルモンの減少により、骨の老化が進みやすくなります。現在、60歳以上の

女性の４割～７割までが骨粗しょう症で、骨折の件数も男性の２倍といわれています。

●歳をとって骨がある程度弱くなることはしかたありませんが、心がけしだいで、①加齢による骨量

の減少スピードを遅らせ、②骨をじょうぶにすることができます。次の３つのポインとを今から実

行しましょう。

骨をパワーアップする3つのポイント

牛乳やヨーグルトなど乳製品

をたつぷりとる。また小魚や海

草、大豆製品も毎日の食卓に。

2、適度に運動する

6



第２回あおもりシニア洋上セミナーに参加して!

工　 藤　 太一郎（蓬田）

六
月
二
日

か
ら
五
日
ま

で
三

泊

四

日

の
日

程
で
、
船
に
二

泊
、
ホ

テ

ル
に
一
泊
で

計
画

さ

れ
た
こ
の

セ
ミ
ナ
ー
は
天

候
に
恵
ま

れ
た
す

ば
ら
し

い
研
修

で
し

た
。

シ
ニ
ア
洋
上

セ
ミ
ナ
ー

の
目

的

は

、
長
寿
社
会

を
明
る
く
活
力

あ

る
社
会

づ
く
り

の
た
め
で
あ
り

ま

す
。
県

内
の
在
住
者

で
あ
り
自

ら

知
ら

な

い
者
司
志

が
語
り
ペ
ロ
い
、

交
流
し
合
う

事
が
で
き
る
事

で
あ

り

ま
す
。

乗

船
し

た
に

っ

ぽ
ん
丸
は

、
二

二

、
〇
〇
〇

プ
全
長
一
六
六

、
四

メ
ー
ト
ル
、
幅
二
四

メ
ー
ト

ル
、

一
階
か
ら
八

階
ま
で
、
定
員

六
〇

〇

名

が
乗
船
で

き
る
豪
華
客

船
で

あ

り
ま
す
。

参

加
者
は
団
長
北

村
知
事
以
下

県
財
団

側
四

十
一
名

、
団
員
三
〇

三

名

で
し

か
。

六
月
二

日
（
火

）
午
後
二

時
よ

り
堤

埠
頭

に
お

い
て
受

付
、
三
時

に
メ
イ

ン
ホ
ー

ル
に

お
い
て
出
航

式

が
行

わ
れ
、
北

村
知
事
の
挨
拶

、

来

賓
祝
辞

と
続
き
、

セ
ミ
ナ

ー
の

講
師
等

の
紹
介
で
出
航
式

を
終
え

て

一
路
、
東

京
港
晴
海

埠
頭

を
目

指
し

ま
し

た
。

六
月
三

日

（
水

）
団
長

の
講
話

と
永
昌

寺
住
職
田

端
義
宏
氏

（
鰺

ヶ
沢
町

）
の

「
人
の
寿
命

は
生
長

期
二

十
歳
の
五

倍
寿
命
を
持

っ
て

い
る
。

長
寿

の
秘
訣
は
気
力
で

あ

り
又
色

気
も
こ

れ
又
絶
対
必
要

で

あ

る
。

人
生
に

は
余
生
と

い
う

も

の
は
無

く
死

ぬ
ま
で
本
生
で
あ
る
」

と

の
講

演

が
あ
り
ま
し

た
。

シ
ニ
ア

主
張
大
会

で
は
、
生

き

る
楽
し

さ
と
乂
難
し

さ

が
年
輪

と

比（
に
充
分

に
若
さ

び
表
虱
さ
比

た

発
表

で
し
た
。

生

き
が

い
講
座

で
は
、
社

交
ダ

ン
ス
、
茶

道
、

ス
ポ
ー
ツ

、
コ
ー

ラ

ス
、
民
謡
、
踊
り

と
そ

れ
ぞ
れ

の
講
座

に
お

い
て

充
分
ふ

れ
あ

い

と
語
り

合
い

が
な

さ
れ
ま
し

た
。

フ

ェ
ス
テ

ィ

バ
ル
で
は
、
八

十

四

歳

の
男
性
に
よ

る
ヤ
ッ
コ

さ
ん

踊
り

の
芸
達
者
に
は
驚

き
と
絶
賛

の
拍
手

で
あ
り
ま
し

た
。

夕
食

の
テ

ー
ブ

ル
を
囲

ん
で

の

対
話
中

、
南
郡
常
盤
村

の
方

と
現

在
の
水
田

価
格
は
上
田

で
八

年
前

に
1
0り
二
百
五

十
万
円

の
売
買
価

格

が
、
現

在
で
は
百
二
十

～
百
万

円

ま
で
下

落
し

、
そ

れ
で

も
買
う

人

が
な
か

な
か
無

い
（
後

継
者

が

い
な

い
こ

と
）
と
の
事
、
県

内
何

処
で

も
大
同
小

異
の
状
況
で

あ
る

な
あ

と
水
田
地

帯
で
農
業

経
営
を

す

る
私
等
に

は
淋
し
さ
を
感
じ
た
。

六
月
四

日
（
木

）
最
後

の
洋
上

朝
食

後
、
九
時
三

十
分
東
京

晴
海

埠
頭

に
て
知
事

が
一
人
一
人

に
あ

い
さ

つ
、
各
自
そ

れ
ぞ
れ
の

バ
ス

に
分
乗
し

て
日
光

江
戸
村
に
向

か

っ
た
。
江

戸
村
で

は
、
大
名
手
形

な
る
入
場

券
で
四

ヵ
所

ま
で

の
劇

場
を
見
学

で
き
る
。
又

江
戸
村

の

芸
能
部
員

に
よ
る
華
麗

な
る

シ
ョ

ー
。
迫
真

の
演
技
、

そ
し

て
迫
力

満

点
の
ア

ク
シ
ョ
ン
に
は
本
当

に

楽
し

め
ま
し

た
。

二
時

間

の
見

学
後

バ
ス
に
て

最

後

の
宿
泊
で
あ

る
塩
原
温
泉

へ
向

か
っ

た
。

六
月
五

日
（
金

）
八
時
に

ホ
テ

ル
出
発

、

バ
ス
に

て
郡
山
駅

へ
向

か

い
青

森
駅

へ
十
五

時
四

十
分
到

着
。
駅
ホ
ー

ム
に
お

い
て

解
団

式
。

参
加
申

込
み

の
時

、
シ

ニ
ア
洋

上

セ
ミ
ナ

ー
参
加

の
目

的
は
交
友

を
深
め
見
聞

を
広

め
る
た
め
に
参

加
し

た

の
で
あ
り
ま
す

が
、
喜
寿

を
迎
え
て

こ
の

シ
ニ
ア

洋
上

セ
ミ

ナ

ー
に
参
加

で
き
、

知
事
の
講
話

と
永
昌
寺
住

職
の
講

演
を
聞
き
、

人
間

一
生

に
は
見

聞
交
友

に
は
限

り
無

い
事
を

今
更

に
痛
感
し

、
今

後
共
に
こ
の

事
業
を
継

続
す

る
事

を

お
願

い
し

、
我

が
村

か
ら
も
毎

年
参

加
す
る
事

に
よ
っ
て

シ
ニ
ア

洋
上

セ
ミ
ナ

ー
の
目

的

が
達

成
さ

れ
る
事
と
思

い
ま
す

。

『
に
っ

ぽ
ん
丸

に
二

夜

を
過

ご

し

シ
ニ
ア

等
は
心
通

い
て

、
旅
を

楽
し

む
』

こ
の
短

歌
は
私

の
作

で

は
無
く

、
そ
の
時

の
同

宿

の
弘
前

出
身
者

と
の
合
作
で
あ

り
ま
す
。

夏
・
到

来
、
暑
い
暑
い

な
ん
ぽ
暑
く
て

も

世
の
中
（
田

ん
ぼ
）
え

ば
い
い

一一一一

－

－

－

川 柳 北緯41 °／民 生 課7

・
金

に

縁
　
　

無
卜
が
幸
せ
　
　
子

沢

山
　

勝
　
子

・
へ
そ
く
り
で
　

家
計
簿
の
穴
　
　
そ
っ
と
埋
め
　
啓
　
子

・
初
ボ
ー
ナ
ス
　
指
折
り
か
ぞ
え
　
皮

算

用
　
　
悦
　
子

・
月

末

は
　
　
落
ち
て
る
紙
も
　
金
に
見
え
　
　
ち
ゑ
子

・
賽

銭

を
　
　

貯
め
て
信
者
が
　
鳥
居
建
て
　
　
増
　
吉

・
好
い
顔
を
　
　

す
る
に
は
お
金
　
ち
ら
つ
か
せ
　
絹
　
枝

・
子
の
食
事
　
　

金
で
す
ま
せ
る
　
共

稼

ぎ
　
　
昭
　
夫

・
真
ッ
す
ぐ
な
　
心
も
曲
が
る
　
　
札

の

末
　
　
年
　
栄



広報よもぎた

《特別 寄稿 》

危険が待つ海路
新天地を求めて海峡を渡る村人

田　中　 蕉　山

津
軽
海
峡
は
魔
の
海
峡

最
近
東
京
へ
行
っ
て
驚
く
の
は
、
妙
に
曲
が
り
く
ね
っ
た
高
架
道
が

多
い
事
で
す
。
あ
れ
は
、
川
ご
っ
た
所
が
、
道
路
に
な
っ
た
か
ら
だ
そ

う
で
す
。
昔
は
、
川
が
重
要
な
交
通
機
関
だ
っ
た
の
で
す
。
所
で
、
我

が
青
森
県
は
三
方
を
海
に
囲
ま
れ
、
そ
の
向
こ
う
に
北
海
道
と
い
う
素

晴
ら
し
い
大
地
が
あ
り
、
人
々
は
そ
こ
に
未
知
な
る
富
を
求
め
て
海
を

越
え
て
渡
っ
た
も
の
で
し
た
。
そ
こ
に
横
た
わ
る
津
軽
海
峡
、
人
は
そ

れ
を
「
し
ょ
っ
ぱ
い
川
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
が
、
龍
飛
か
ら
松
前
へ

は
三
筋
の
大
き
な
潮
を
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
、
そ
れ
を

越
え
る
の
は
勿
論
「
船
」
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
の
交
通
手
段
と

し
て
の
船
は
、
大
変
危
険
で
あ
り
ま
し
た
。
幾
多
の
海
難
や
人
マ
の
つ

ら
い
別
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
津
軽
海
峡
巳
流
さ
れ
た
数
知
れ
な
い
人
達

の
涙
の
跡
を
追
っ
て
見
た
い
と
思
い
ま
す
。

明
治
二
十
四
年
七
月
十
一
日
午

前
二
時
三
十
分
頃
、
津
軽
海
峡
海

の
間
に
て
、
函
館
港
を
発
し
岩
内

港
へ
向
か
っ
て
、
更
に
函
館
港
へ

帰
る
う
と
す
る
道
江
丸
と
、
函
館

港
よ
り
小
樽
港
へ
向
か
う
三
吉
丸

が
衝
突
、
道
江
丸
は
沈
没
。
三
百

二
十
人
の
中
六
十
三
人
は
無
事
に

て
他
の
二
百
五
十
七
名
は
生
死
不

涓
。
こ
の
内
死
本
の
票
腑
し
た
も

ロ
シ
ア
商
船
衝
突
事
件

明
治
三
十
七
年
ロ
シ
ア
に
宣
戦

布
告
す
る
前
年
の
明
治
三
十
六
年

十
月
三
十
日
。
こ
れ
も
、
津
軽
海

峡
恵
山
岬
沖
で
発
生
し
ま
し
た
。

室
蘭
直
航
の
郵
船
会
社
定
期
船

東
海
丸
（
一
二
一
一
ト
ン
）
は
、

青
森
港
を
出
港
し
室
蘭
へ
向
か
う

の
三
名
に
し
て
、
他
の
生
存
者
は

三
吉
丸
で
福
山
へ
上
陸
し
た
と
あ

り
ま
す
。
本
県
出
身
出
稼
者
は
二

百
六
十
一
名
を
数
え
、
当
蓬
田
村

出
身
者
が
二
名
含
ま
れ
て
お
り
ま

す
。
誠
に
痛
恨
の
極
み
。
道
江
丸

遭
難
の
碑
は
潮
風
薫
る
合
浦
の
浜

に
今
も
静
か
に
立
っ
て
い
ま
す
。

途
中
、

矢
越
沖
へ
函

館
を
去

る
七

海
里
沖

合
い
で

、
室

蘭
発

ウ
ラ

ジ

オ
ス
ト

ッ
ク
行
き
の

ロ
シ
ア
国

商

船

プ
ロ

グ
レ
ス
号

と
衝
突

、
沈
没

。

死
者
四

十
二
名
の

惨
劇
で

し

た
。

そ
の
頃

の
風
潮

が
そ
う
で

あ
っ

た
の
か

、
又
一

般
の

乗
船

吝
か
未

だ
乗
船
名
簿
と
い
う
も
の
を
理
解

で
き
な
か
っ
た
の
か
、
名
簿
と
実

際
に
乗
っ
た
人
の
名
前
が
合
わ
な

く
て
苦
労
し
た
よ
う
で
す
。
そ
れ

と
、
東
海
丸
は
沈
没
し
た
が
、
残

っ
た
プ
ロ
グ
レ
ス
号
の
東
海
丸
乗

客
に
対
す
る
救
助
の
様
子
が
あ
ま

り
協
力
的
で
な
か
っ
た
事
や
、
東

大

雪

の
中

の
惨
劇

明

治
四

十
一

年
三

月
七
日

、
青

森
県
下

に
春
に
は

稀
な
大

雪
が
降

り

ま
し

た

。
積

雪
一

尺
八
寸
七

分
。

現

在
の
よ
う

な
除
雪
の
設

備
等
が

な
い

の
で

、
大

雪
は
即
交

通
途
絶

と
な
り
ま

す
。
人

々
は

、
大
雪
に

驚
く
と
共
に

何
か
災
い

が
な
け
れ

ば
と
、
天
や

神
仏
に

祈
っ
た
も
の

で

し
た

。

折
し
も
三

月
二
十

三
日

午
㈲

七

時
三
十
分

、
北
海

道
恵
山
沖
椴
法

華
村
沖

合
い
で

死
亡

者
二
百
九

名

と
い
う
海

の
大
惨

事
が
起
き
ま
し

た
。
陸

奥
丸
（
九
一

五
ト
ン

）
は

青
森
か
ら

室
蘭
に

向
け
て

、
又

秀

吉
丸
（
六
四

六
ト
ン

）
は
、
室

蘭

方
面
よ
り

函
館
に

航
行
中

。
午
前

二
時
三

十
分
頃
秀

古
丸
の
船

首
は

陸

奥
丸
の

右
舷

艫
部
を
突
破
し
て

大
破
孔

を
生

ぜ
し

め
猛
烈

な
浸

水

の
結

果
わ

ず
か
二

十
分
間
程
で

船

体
は

舶
部
を
上
に

直
立
し

、
そ

の

ま
ま

沈
没

。
衝
突
の
嗇
然

た
る

音

と

振
動
に
驚
い

た
乗
客

が
甲
板
に

出

る
間
も

あ
ら

ば
こ
そ

、
落
下

す

海
丸
の
久
田
船
長
が
乗
客
全
員
を

ボ
ー
ト
へ
乗
り
移
ら
せ
た
効
も
な

く
、
目
前
に
ボ
ー
ト
が
転
覆
す
る

の
を
見
て
自
ら
死
を
決
し
船
橋
か

ら
分
か
れ
を
告
げ
、
非
常
の
笛
を

鳴
ら
し
つ
つ
船
と
運
命
を
共
に
し

た
事
が
長
く
人
々
の
噂
に
残
っ
た

よ
う
で
し
た
。

る
錨
そ

の
他
の

重
器
物
に
ふ

れ
、

肉

裂
け

、
骨

砕
け
て

死
亡
し
た

者

も
多
く
、
そ
の

惨
状
は
目
も
当
て

ら

れ
ぬ
有
り

様
。
こ

の
際
「

秀
吉

丸

」
が
と

っ
た
行
動
は
、
後
々
ま

で

も
人
々
に

非
難
さ
れ
ま
し

た
。

そ

れ
は

、
衝
突
し
た
時
二

艘
の

船

は

く
っ
つ
い
て
い
て

、
陸
奥
丸
丹

羽
事
務

員
が
秀
吉
丸
に
飛
び
移
り
、

秀
吉
丸

船
長
に
現
状
の
ま

ま
に
長

く
両
船

を
離
さ
な
い
で
船

客
の
救

助
に
尽

力
す
る
こ
と

を
求
め
た
の

に
、

無
情
に

も
陸
奥
丸
か

ら
引
き

離
れ

、
為
に

大
破
孔
よ

り
瀧
の

流

れ
る
よ

う
に
海
水

が
陸
奥
丸
を

包

み
込
み

、
五
十
度
以
上
に

直

立
、

一

転
沈
下

。
哀

れ
青
森
湾
頭
に

親

し
ま

れ
た
陸

奥
丸
は

多
数
の
乗

客

と
共
に

海
上
よ
り

姿
を
永
久
に

消

し
て

し
ま
っ
た
の
で

す
。

津
軽
海
峡

を
照
ら
し

た
月
光
の

み
こ

の
寒
天
に
輝

き
、
今
も
濃
い

海
霧
が
海
で
死
ん

だ
人

達
の
魂

を

弔

う

ご
と
く
洋
上
に
漂
っ
て
い
る
。

特別寄稿・危険が待つ海距 8
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私
か
ら
あ
な
た
へ
３

み
か
み
・
け
い
こ
　
三
上
慶
子
・
中
沢

仕
事
を
第
一
に
考
え
て
い
ま
す

余
暇
を
大
切
に

今
回

は
、
三
上

慶
子
（
中

沢

）

さ
ん

の
登
場
で
す

。

三
上

さ
ん
は

、
三

年
前
に

農
業

隔
同
組

今
を
退
職
し

、
現
在

は
家

業

の
農

・
漁
業

に
従
事
し
て

お
り

「
経
験

の
な

い
仕

事
な
の
で
最

初

は
、
体

が

い
う
こ

と
を
利

か
な
く

て
…
今

だ
に
船
酔

い
す

る
ん
で
す

ヨ
。

船

が
走
っ
て

る
時
は

い
い
け

ど
、
止

っ
て
仕

事
す

る
こ

と
が
苦

千
な

ん
で
す
」

と
、
は
に
か
み

な

が
ら
話
し

て
く

れ
ま
し

た
。

「
今

は

、
仕
事
を
第
一

に
考
え
て

い
ま

す
。
慣

れ
る
こ

と
、
覚
え

る
こ
と
。

だ
っ
て
周

り
の
友
達

み
ん
な

が

Ｉ

生
懸
命

な
ん
だ
も

の
」

と
、
幀
も

し

い
言
葉

を
聞
く
こ

※
次
回
登
場
予
定

者
は
、
佐
藤
和

子
さ
ん
で

す
。

ク
レ
ヨ
ン
物
を
好
む
の
で
一
緒
に

見
て
い
ま
す
が
、
本
当
は
、
愛
を

テ
ー
マ
に
し
た
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー

が
最
高
と
言
い
ま
す
。

中
学
生
時
代
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選

手
と
し
て
、
県
大
会
３
位
と
い
う

実
績
を
持
つ
三
上
さ
ん
は
、
体
育

協
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し

活
躍
し
て
い
ま
す
。
七
月
五
日
に

行
わ
れ
る
県
民
体
育
大
会
予
選
に

向
け
て
、
今
年
こ
そ
は

。県
大
会

に
行
こ
う
″
を
合
い
言
葉
に
、
家

事
、
子
育
て
の
傍
ら
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。

子
ど
も
は
、
琢
義
君
（
小
学
校

一
年
生
）
と
、
槫
悛
君
（
四
才
）

の
男
の
予
二
人
。
今
年
の
冬
か
ら

は
、
家
族
で
ス
キ
ー
に
も
挑
戦
し

て
み
た
い
と
言
い
ま
す
。

朝
は
四
時
前
に
起
床
。
漁
業
と

農
業
と
に
励
み
、
明
る
く
楽
し
い

家
庭
づ
く
り
に
夢
を
膨
ら
ま
せ
、

ま
ず
仕
事
第
一
と
綯
を
張
る
三
上

さ
ん
で
す
。

この看板は、大倉岳

登山口に作られた大倉

岳・赤倉岳の登山道案

内板です。

青森地域広域事務組

合が観光案内として昨

年、村内３ヶ所（玉松

台・大館遺跡）に設置

しました。

へ表定予事行月７
り
乙

厂ｎ
）

９９９’ｂ１６１８１９１３ｎ
乙

３？

】

３Ｑ
乙

６
（

乙
８ｎ

乙
９？

】

０３ 日

ワ

ー

プ
ロ

教
室

県

民
休

育

大
会

郡

予

選
　

匸

で

琵

肘

二

村

老

人

ス

ポ

ー

ツ
大

会

ワ

ー

プ
ロ

教
富

人
権

相

談
　
　
　
　

（

中

央
公

民

館
1
0
時

～
1
3
時

）

市
松

清

掃

（
高

齢

者

）

ワ

ー

プ
ロ

教
室

下

松

海

水
浴

場

開

き

村

子

供
会

国

際

交

流
　
　

⊇
一
沢
市

米

車
壗

地

）

ワ

ー

プ
ロ

教
室

小

・
中
　

夏

忝

休

業

県

中

体

逓
夏

今

大

会
　
　
　
　

（

Ｓ
2
5
日

弘
前

市

）

参

議

院

選

挙
投

票

日

リ

ー

ダ

ー

キ

ャ

ン

プ
　
　
　
　
（

Ｓ
3
0
日

十

三

湖

）

東

川

議
‥貝
ス

ポ
ー

ツ

大
会
　
　
　

（
ト

レ

セ
ン

）

ワ

ー

プ

ロ

教
室 行

　
　
　
　
　
　

事

中

央

公

民

館

体

育

協

会

民
　

生
　

課

中

央

公

民

館

民
　

生
　

課

中

央

公

民

館

中

央

公

民

館

観

光

協

会

村
　
　

子
　

辿

中

央

公

民

館

小

・

中

学

校

中
　

学
　

校

泡
挙
竹
理
匐
‥貝
会

巾

央

公

民

館

東

部

議

長

会

中

央

公

民

館

担
　
当

行事予定／み～つけた

と
が
で
き
ま
し
た
。

余
暇
を
大
切
に
し

た
い
と
い
う
三
上
さ

ん
の
楽
し
み
は
、
家

族
ぐ
る
み
で
付
き
合

う
友
人
達
と
行
く
年

一
回
の
一
泊
家
族
旅

行
と
、
時
々
こ
の
友

人
達
と
近
く
の
飲
食

店
で
語
ら
う
こ
と
。

そ
し
て
、
暇
を
見
つ

け
て
は
旦
那
さ
ん
と

ビ
デ
オ
レ
ン
タ
ル
に

行
っ
て
借
り
て
く
る

ビ
デ
オ
と
Ｃ
Ｄ
の
鑑

賞
。
旦
那
さ
ん
が
ア

9

み
～
つ
け
た

５３
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け
つ
ぱ
る
蓬
田
人

村
民

の
皆

さ
ん
、
こ
ん
に
ち
わ
。

高
校
卒

業
と
同
時
に
東
北

電
力
に

入
社
し

、
蓬
田

を
離
れ
て
二
十
三

年

、
青
森
を
離

れ
て

十
四

年
に

な

り
ま
す

が
、
毎
年
二
回

程
度
は
帰

省
し

、
ま
た
同
じ
東
北

管
内

と
い

う
こ

と
で
、
故

郷
か
ら
離
れ
て

い

る
感
じ

が
し
な

い
の
が
実
感
で
す
。

ま
し
て

や
、
電
気

を
通
じ
て
皆

さ

ん
の

ご
家
庭

と
つ
な
が
っ
て

い
る

こ
と
を
考
え

る
と
な
お
さ
ら
で
す
。

さ
て
、
私

か
勤
め
て

い
る
東
北

電
力
は
、

ご
存
知
の
と
お
り
新
潟
県

を
含
む
東
北
七
県

で
、
社
員

匸
二

〇
〇

〇
余
名

が
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場

で
、
電
気
の
安
定

供
給
と
地
域

繁

栄
へ
の
奉
仕

を
付

言
葉
に
仕

事
を

進
め
て
お
り

、
私
は
本
店
に

お
い

て
予
算
関
係

の
業
務
を
担
当
し

て

お
り
ま
す
。
一
兆
円

を
超
え

る
収

入

が
あ
る

と
は
い
え
、
そ

の
ほ
と

ん
ど
は

お
客
様

か
ら

い
た
だ
い
た

も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
予

算
の

策
定
に
あ

た
っ
て
は
、
公
益

事
業

と
し

て

の
役

割
の
発
揮

と
電
気

料

人 口と 世 帯数

(５月30日現在)

総人口4,059 人

男　　1,937人

女　　2,122人

世帯数1,054 世帯

５月受付分

お 誕生お め でとう ござ い ます

金

の
長
期

安
定
を
命
題

と
し

て
取

組
ん
で

お
り
ま
す
。

毎
年
一
月

上

二
月

に
は
、
予

算

要

求
部
門

と
の
調
整

を
行

っ
て

お

り
、
仕

事
が
夜
遅
く
ま

で
続
く
毎

日
で
あ

り
ま
す
の
で

健
康

が
第
一

で
あ
り

ま
す
。

い
ま

改
め
て
、
健

康
な
体

に
育

て
て
く
れ
た
親
と
、
蓬
田

の
自
然

に

感
謝
し

、
経
営

の
中
枢

で
働
く

喜

び
を
感
じ
な

が
ら

、
充
実
し

た
日

々
を
過

ご
し
て

お
り

ま
す
。

時
代

の
変
化

と
と
も
に

、
蓬
田

村

も
近
代
化
し

、
着

実
に
発
展
し

て

い
る
と
実
感
し

て

い
る

と
こ
ろ

で
あ

り
、
村
民

の
皆

様
の
創
意
工

八･|廏　箍え( な　ま　 ２　　男

ゆうだい　　　jty二
小野　雄大(

真jl 子　
２　男

細谷jE 福(
眞

聡

り
長 女

ご結婚おめでとうございます

東
北
電
力
（
株
）
本
店
経
理
部

夫
に
は
頭
が
下
が
右
思
い
で
す
。

今
後
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
、

新
し
い
村
づ
く
り
が
行
わ
れ
る
と

考
え
ま
す
が
、
若
い
人
の
ア
イ
デ

ア
と
村
民
の
総
意
で
、
あ
ら
ゆ
る

面
で
「
存
在
感
の
あ
る
蓬
田
村
」

を
つ
く
り
、
一
層
飛
躍
す
る
こ
と

を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
私
も
電

気
事
業
を
通
じ
、
い
さ
さ
か
な
り

と
も
ふ
る
さ
と
の
繁
栄
に
貢
献
で

き
る
よ
う
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
蓬
ｍ
村
の
さ
ら
な
る

発
展
と
、
村
民
の
皆
様
方
の
ご
健

勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

吉
　
﨑
　
純
　
　
一
さ
ん

鈩り見住三戸斤／f山台 市 若 林 区 木 ノ 下 ５ 丁
目7GD30CD305 ≪?022 － 283 － 0506

卜 生 年 月 日 ／ 昭 和25 年 ９ 月１６日 ／･･･

出 身 ／ 蓬 田 卜 妻 ・裕 見 子 ・長 女 ・ 麻

里 子 （ 高 ２ ） ・ 長 男 ・圭 介 （ 中 ３ ）

二 男 ・ 孝 樹 （ 小 ５ ）卜 好 き な も の ／

ス ポ ー ツ 観 戦卜 経 歴 ／ 青 森 市 立 第 一
高 校 卒 （ 昭 和44 年 ３ 月 ） ／ 東 北 電 力

入 社 （ 昭 和44 年 ４ 月 ） ／ 五 所 川 原 、

弘 前 、 青 森 の 各 営 業 所 勤 務 ／ 本 店 経

丿里吝B［日召禾］53年 ） 山 形 営 業 所 ［昭 利］
63 年 ） ／ 本 店 経 理 部 （平 成 ３ 年 ） ～

現 在 に 至 る 。

けつぱる蓬田人／戸籍の窓口

戸籍の

窓　口

めも

おくやみ申し上げます

佐々木　辰雄（蓬　田75 歳）

越　 田　文明（瀬辺地67 歳）

八　幡　 敏春（蓬　田35 歳）

1

0

予
算
課

主
　
査

ふ
る
さ
と
は
遠
く
に
あ
り
て

（ 久慈　 卓美（広　 ㈲）

藤田　 弓子（青森市）

4

6
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